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ユニバーシティ・ハウス青葉山の
完成・入居開始について
「学生支援だより N0.10 (2018.4.2)」で詳細をお知らせしたユニバーシティ・ハウス（ＵＨ）青葉山が完
成し、９月１９日（水）にオープンセレモニーが盛大に行われ、１０月から入居開始となりました。
　今後、入居者の皆さんは、ＵＨ青葉山での生活を通じて、ＵＨコンセプト「国際感覚の研鑽」、「協調
性・社交性の涵養」を実感・享受し、世界を舞台に活躍する次世代のリーダーを目指すことになります。
※ＵＨとは、日本人学生と外国人留学生が日常的な交流を通じて、国際感覚を身につけ、異文化理解を深め、
入居しながら留学体験ができるグローバル人材の育成を目的とする教育施設です。

ユニバーシティ・ハウス青葉山施設及びオープンセレモニー写真

（上空写真） （セントラルパーク・外観写真） （居室写真）

（オープンリビング写真） （インタラクション棟　交流ラウンジ写真） （インタラクション棟　研修室写真）

（オープンセレモニー　テープカット／入居者代表挨拶）
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キャリア支援センター
からのお知らせ
　キャリア支援センターでは、年間を通じて様々
なサービスを提供しています。1年生から利用可
能で、進路の具体化をサポートします。すべて無
料で利用可能！
　一度キャリア支援センターに来てみませんか？
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キャリア支援プログラム紹介

■ 各種セミナーや個別相談、学内合同企業
説明会（キャリア就職フェア）を実施して
おります。      
一部を除き、1年生から参加可能です。

■ 後期セミナースケジュールが決定しまし
た！ 学部１・２年生の方も参加可能です。

博士のキャリアパスを全力で支援！！ ～ILP（博士人財育成ユニット）＠青葉山～

　博士後期課程学生・PDを対象に、実践的教育プログラム“イノベーション創発塾”、個別
キャリア相談、企業とのマッチングイベントの開催、研究インターンシップの情報提供と
マッチング支援、以上４つのプログラムを中心に、博士としての今後の人生がより充実した
ものとなるよう専任教員が支援します。

詳細は右のＱＲコードから！

⬇詳細は、キャリア支援センターWEBサイトをご覧ください。
http://www.career.ihe.tohoku.ac.jp/

就職支援情報

■首都圏での就活の拠点に新宿ラウンジが使えます。4-6月は個別相談も行っています。
■ 学務情報システム上で、先輩の就職活動報告や求人情報などを公開しています。

最新情報を @tohokucareer で
つぶやいています。ぜひフォローを！
キャリア支援センター

メルマガ登録案内

　メルマガに登録することで、セミ
ナー情報や学内アルバイト情報等をい
ち早く受信可能！

登録は右の
ＱＲコード
から！ 東北大学キャリア支援センター 検 索



東北イノベーション人材育成プログラム
（DATEntre）のご案内
　東北イノベーション人材育成プログラム（通称DATEntre）は文部科学省の「留学生就職促進プログラム」の1つ
として、平成29年6月に採択されました。日本での就職を希望する外国人留学生を対象とし、地域に根付いた産学
官のコンソーシアムを通じ、これからの日本経済の発展をけん引する、即戦力人材の育成を目指すプログラムです。
　対象学生は本学を含む県内4大学（東北学院大学、東北工業大学、宮城学院女子大学）の正規課程に在籍し、日本
でのキャリア形成を考える外国人留学生です。
　プログラムは４月、１０月の年２回スタート！日本で、宮城で働きたい外国人留学生のみなさんをサポートします。
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カリキュラム

各種イベント

　「外国人留学生/高度外国人材の採用に関する企業調査」（株式会社ディスコ、2017）によれば、外国人留学
生に高い日本語力を求める企業は5割を超えています。また、日本での就職活動を終えた外国人留学生へのインタ
ビュー調査の結果、日本において就職活動を行う場合、エントリーシートの記入や面接試験、グループディスカッ
ションにおいても自分の専攻や志望動機、熱意を伝えるためにビジネス上級レベルの日本語の習得は必要不可欠で
あり、早期より情報収集や準備に取り組む必要があることがわかりました。
　そのため本プログラムでも日本語でのコミュニケーション能力の習得に力を入れ、ビジネスの場面で通用する日
本語運用能力を習得できるように日本語→キャリア教育→国際共修・PBL→インターンシップと日本の企業文化や
組織文化への理解を促す段階的なカリキュラムを組んでいます。　　

　「東北地区外国人留学生向けジョブフェア」、「留学生と外資系企業のための交流会（ジェトロ（日本貿易振興機
構）との共催）」「インターンシップ合同説明会」など、企業と留学生が直接顔を合わせる機会を設け、互いに交流
を図ってもらいました。
　このような機会を設けることで、留学生は日本で働く際に求められるスキ
ルについて事前に知ることができ、企業は留学生の日本語やコミュニケー
ションスキルを知り、実際に雇用した際の課題について知ることができます。
今後も学習成果を活かす場として、このような機会を設けていく予定です。
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東北イノベーション人材育成コンソーシアム事務局
TEL ： 022-795-4994・4995　
Mail ： datentre@grp.tohoku.ac.jp
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⬇詳細は、DATEntre WEBサイトをご覧ください。
https://datentre.ihe.tohoku.ac.jp/
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環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

東北大学  学生生活支援審議会
学生支援だより 検 索
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　平成30年6月、地下鉄川内駅前
キャンパスモールへ、旧制二高同
窓会からの寄附金により、モニュ
メント（時計台）を建立しました。
　南側には、旧制二高の校章であっ
た蜂のレリーフを設置しました。

　インターネット（ＳＮＳやソーシャルメディアを含む）は、みなさんの身近にあり、非常に便利
ですが、利用方法を少し間違えると、思いもよらないトラブルに発展してしまうことがあります。
以下の例や注意点を読んで、自身の利用方法を点検してみましょう。

　川内北キャンパスのモニュメン
トとして、学生、教職員の皆さん
に親しんでもらえたらと願います。

※旧制二高とは
　旧制二高（第二高等学校）は明治20年（1887）、仙台市の地に創設され
た旧制高等学校（創立時は「第二高等中学校」）。
　校風は「雄大剛健」で表され、独自の気風と文化を育んだが、戦後の学制改
革に伴い、昭和25年（1950）東北大学へ合併された。

このパンフレットは
「水なし印刷」により
印刷しております。

○トラブルの例
1 友人と一緒に写っている写真をＳＮＳのグ
ループ内に公開したら、写真に写っている
友人から公開しないでほしい、と言われ、
投稿を削除したものの、その後、友人関係
がぎくしゃくしている。

2 サークルでの対外試合の後、お酒が入って
いたこともあり、相手方のチームを侮辱す
るような内容をツイートしてしまい、炎上
してしまった。

○インターネット、ＳＮＳなどを利用する際の注意点
■掲載しても良い情報の基準は、人によって異なります。
■ 一度発信した情報が公開された場合、完全に削除すること
は極めて困難です。

■ 画面の向こう側には、あなたの知らない世界中の人がいる
ことを忘れないで！

■次の内容は書込みや発信してはいけません！
　1嫌がらせ、侮辱、名誉棄損、脅迫等に当たる内容
　2プライバシー侵害に当たる内容 
　 3 人種、思想、信条等に関する差別的な内容

○学生生活を送る上での注意点
1 交通マナーを守りましょう。特に秋～冬は、自転車やバイクの転倒事故が多くなります。
無理な運転はせず、公共交通機関の利用も考えましょう。

2懇親会が増える季節です。飲酒事故や迷惑行為のないようにしましょう。
3 盗難防止のため、物の管理をしっかりしましょう。貴重品は常に携行し、自転車やバイクはツーロック（２ヵ所施錠）！

川内北キャンパスのモニュメント完成

インターネットを利用する際の注意点について




